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研究の目的研究の目的

 P2PP2P技術を利用し、既存のサーバー・クライ技術を利用し、既存のサーバー・クライ

アントの関係ではない情報伝達システムをアントの関係ではない情報伝達システムを
検討する。検討する。

 P2PP2Pによる情報伝達システムでの応用性やによる情報伝達システムでの応用性や

発展性を考える。発展性を考える。



P2P(Peer to Peer )P2P(Peer to Peer )とはとは

 不特定多数の個人間で直接情報のやり取り不特定多数の個人間で直接情報のやり取り
を行なうインターネットの利用形態。を行なうインターネットの利用形態。

 多数のコンピュータを相互につないで、ファ多数のコンピュータを相互につないで、ファ
イルや演算能力などの情報資源を共有するイルや演算能力などの情報資源を共有する
システムである。システムである。

 P2PP2P技術は中央サーバの媒介を要するもの技術は中央サーバの媒介を要するもの
と、バケツリレー式にデータを運ぶもののと、バケツリレー式にデータを運ぶものの22
種類がある。種類がある。



JxtaJxtaとはとは

 Sun MicrosystemsSun Microsystems社が社が20012001年年44月に概要を発表月に概要を発表
したした P2PP2Pアプリケーションの開発環境。アプリケーションの開発環境。

 JavaJavaベースで動作するため、ベースで動作するため、JavaJavaが動作すが動作す

る事以外に特に動作条件が無い。る事以外に特に動作条件が無い。

 ピアが設定により中継サーバの役割も果たピアが設定により中継サーバの役割も果た
すため、実質的な中央サーバーを必要としすため、実質的な中央サーバーを必要とし
ない。ない。



研究内容研究内容

 JxtaJxta--ShellShellによるコマンドラインからによるコマンドラインからJxtaJxtaのの
通信の基礎通信の基礎

 書籍書籍””JxtaJxtaのすべてのすべて””内サンプルソースの現内サンプルソースの現

行バージョンに対応させるための書き換え行バージョンに対応させるための書き換え

 DOSDOSプロンプトによって動作する簡易メプロンプトによって動作する簡易メ

ニューの作成ニューの作成



情報伝達システムー情報の設定情報伝達システムー情報の設定

 JxtaJxtaの設定を利用した初期設定の設定を利用した初期設定

 ユーザーは情報をプロンプトから好きなように入力。ユーザーは情報をプロンプトから好きなように入力。

 同時に属性同時に属性((ジャンル・情報の形式などジャンル・情報の形式など))を設定を設定



情報伝達システムー伝達と検索情報伝達システムー伝達と検索

 ユーザーの嗜好にユーザーの嗜好に
合わせたグループ合わせたグループ

 JxtaJxtaののAPIAPIをを
利用しての検索利用しての検索

 必要な情報の格納必要な情報の格納

 情報の生存時間設定情報の生存時間設定

 伝達距離伝達距離



P2PP2Pを使うことで得られる有用性を使うことで得られる有用性

 コスト面コスト面

 システム面システム面

 柔軟性柔軟性

 発展性発展性



課題点課題点

 コーディングコーディング

 大多数ピアでの通信テスト大多数ピアでの通信テスト

 パケットの増加による負荷の度合いパケットの増加による負荷の度合い


